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は
あ
る
の
か
な
ど
の
点
を
見
極
め

て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
病
院
側
と
の
協
議
の
結

果
が
、
現
在
地
で
の
建
て
替
え
に

進
展
す
る
場
合
に
は
、
用
地
の
無

償
貸
与
の
継
続
の
問
題
も
含
め
、

新
た
な
道
路
計
画
の
整
備
あ
る
い

は
周
辺
居
住
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
も
前
向
き
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　　
　

そ
の
他
の
質
問

・
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

・
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
拡
大
に

　

つ
い
て

・
質
問　

本
年
度
の
地
方
財
政
計

画
に
よ
る
と
、
公
債
費
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
三
ケ
年
間
で
五

兆
円
規
模
の
公
的
資
金
の
繰
り
上

げ
償
還
を
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
け
る
公
的
資
金
の
繰

り
上
げ
償
還
に
つ
い
て
の
見
解
を

伺
い
た
い
。
ま
た
、
償
還
の
資
金

手
当
て
の
方
法
、
償
還
対
象
と
な

る
額
、
財
政
軽
減
へ
の
効
果
に
つ

い
て
も
併
せ
て
伺
い
た
い
。

・
答
弁
（
企
画
財
政
部
長
）

　

地
方
財
政
法
及
び
地
方
交
付
税

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
金
利
五

％
以
上
の
公
的
資
金
の
繰
り
上
げ

償
還
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
受
け
、

本
市
で
も
計
画
を
策
定
し
、
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

普
通
会
計
で
本
年
度
償
還
対
象

と
な
る
残
債
は
、
約
一
億
円
と
な

り
、
当
初
予
算
で
計
上
し
た
基
金

取
り
崩
し
分
約
八
千
万
円
を
充
当

し
、
残
り
は
一
般
財
源
で
対
応
し

た
い
。
こ
れ
に
よ
る
利
子
の
軽
減

額
は
、
約
一
千
万
円
程
度
に
な
る
。

　

次
に
、
下
水
道
特
別
会
計
で
本

年
度
対
象
と
な
る
残
債
は
、
約
十

九
億
円
で
あ
り
、
金
融
機
関
か
ら

の
借
り
換
え
を
予
定
し
て
い
る
。

利
子
の
軽
減
額
に
つ
い
て
は
、
金

利
と
償
還
期
間
が
確
定
で
き
な
い

の
で
正
確
な
数
字
で
は
な
い
が
、

三
年
間
で
六
億
五
千
万
円
程
度
に

な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　

最
後
に
水
道
会
計
で
本
年
度
対

象
と
な
る
残
債
は
、
約
七
億
八
千

万
円
で
あ
り
、
減
債
積
立
金
を
三

億
円
程
度
取
り
崩
し
、
残
り
は
金

融
機
関
か
ら
の
借
り
換
え
を
予
定

し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
利
子
の
軽
減
額
は
、

三
年
間
で
約
一
億
八
千
万
円
程
度

に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　

今
後
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
や
財

政
健
全
化
計
画
な
ど
の
計
画
を
基

に
繰
り
上
げ
償
還
の
計
画
を
ま
と

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
福
祉
バ
ス
ル
ー
ト
見
直
し
に
つ

い
て

・
学
校
図
書
館
の
整
備
拡
充
に
つ

い
て

・
質
問　

羽
生
総
合
病
院
の
移
転

問
題
が
新
聞
で
取
り
ざ
た
さ
れ
て

い
る
が
、
羽
生
市
民
に
と
っ
て
二

十
四
時
間
体
制
の
救
急
医
療
病
院

は
、
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の

で
あ
る
。

　

羽
生
総
合
病
院
を
西
口
開
発
の

核
に
周
辺
を
整
備
し
、
魅
力
あ
る

都
市
空
間
を
つ
く
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
か
伺

い
た
い
。

・
答
弁
（
企
画
財
政
部
長
）　

　

羽
生
総
合
病
院
の
移
転
に
つ
い

て
は
、
本
市
と
し
て
は
、
市
内
移

転
を
基
本
に
病
院
側
と
協
議
を
続

け
て
き
た
が
、
病
院
側
の
希
望
す

る
区
域
が
農
業
振
興
地
域
の
農
用

地
区
域
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
改

正
ま
ち
づ
く
り
三
法
の
趣
旨
か
ら

も
許
認
可
を
受
け
る
こ
と
が
大
変

難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
最
近
の
新
聞
報
道
に
よ

羽
生
総
合
病
院
の
建
て
直
し
と

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

藤
倉　

宗
義
議
員

る
と
、
羽
生
総
合
病
院
を
加
須
市

内
に
誘
致
し
よ
う
と
す
る
署
名
運

動
が
起
こ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
加

須
市
で
は
、
別
の
病
院
誘
致
を
考

え
て
い
る
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。

　

本
市
と
し
て
は
、
他
の
自
治
体

の
動
き
で
も
あ
り
、
静
観
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
は
、
病
院
側
と

協
議
を
続
け
て
い
く
な
か
で
、
羽

生
総
合
病
院
が
移
転
を
希
望
す
る

区
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
許
認
可
が

ク
リ
ア
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
、

現
在
地
で
の
建
て
替
え
の
可
能
性

＊
公
的
資
金
の
繰
り
上
げ
償
還
と
は

　

国
等
か
ら
の
借
入
金
を
先
の

年
度
の
分
ま
で
繰
り
上
げ
て
償

還
す
る
こ
と
。
以
前
は
、
繰
り

上
げ
償
還
す
る
と
補
償
金
を
支

払
う
必
要
が
あ
っ
た
が
、
法
改

正
で
一
定
の
条
件
を
満
た
す
こ

と
に
よ
り
、
補
償
金
が
免
除
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

羽生総合病院

公
的
資
金
の
繰
り
上
げ
償
還

に
つ
い
て

斉
藤　
　

隆
議
員

＊


